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令和６年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

     分担研究報告書(行動変容評価) 

 

肝炎ウイルス検査受検率向上のための行動経済学的研究 

 

   研究分担者：平井  啓    大阪大学大学院 人間科学研究科 
 

 

A. 研究目的 
肝炎ウイルス検査の受検率向上に資する新

規戦略の実装を目的として、昨年度の研究成

果に基づく行動経済学的アプローチを活用し

た研修プログラムの開発を行った。 

 
B. 研究方法 

昨年度の研究で抽出された肝炎ウイルス検査

受検率向上のための7つの行動経済学的要因およ

び、HCV排除カードの効果に関する知見を基に、

肝炎医療コーディネーター向けのスキルアップ

研修プログラムを企画・設計した。研修プログ

ラムは、講義、実習、グループワークを組み合

わせた実践的な内容とし、行動経済学の基本概

念の理解から実際の患者支援への応用までを包

括的に学習できる構成とした。 

 

C. 研究結果 
昨年度の研究において抽出された7つの行動経

済学的要因と、HCV排除カードの効果に関する知

見を実践的な介入手法として具現化するため、包

括的な研修プログラムを開発した。本研修プログ

ラムは、肝炎医療コーディネーターが行動経済学

の知見を実践的に活用できるよう、以下の要素を

統合的に組み込んで設計された。 

 

研修プログラムの基本設計 

研修プログラムは、半日（3時間）で実施可

能な集中的なスキルアップ研修として設計され

た。プログラムの目的として、行動経済学の基

本概念の理解と実践的な患者支援スキルの習得、

さらには患者の心理的バリアの理解と効果的な

介入方法の修得を設定した。特に重要な要素と

して、コーディネーター同士の経験共有と相互

学習の機会を提供することで、支援スキルの向

上だけでなく、地域における継続的な学習と支

援のネットワーク形成を目指した。 

 

研修プログラムの具体的内容 

研修プログラムは講義、実習、グループワー

クの3つの要素で構成され、それぞれが有機的

に連携するよう設計された。 

まず講義パートでは、行動経済学の基礎概

念である損失回避や現在バイアスについて、医

療現場での具体例を用いて解説する。特に、昨

年度の研究で効果が確認されたHCV排除カード

の事例を用いて、エンドウメント効果や損失回

避が実際の医療行動にどのように影響するかを

説明する内容とした。 

実習パートでは、2人1組での機能分析ロール

プレイを通じて、患者の意思決定プロセスを理

解し、適切な介入方法を検討する実践的な演習

を行う。このロールプレイでは、特に「患者の

見えている世界」を理解するための面接技法の

習得に重点を置いた。 

研究要旨：本研究は、肝炎ウイルス検査の受検率向上を目的として、行動経済学的アプロー

チを活用した介入手法の実装に取り組んだ。昨年度抽出された7つの行動経済学的要因（ナッ

ジの展開、対象年齢層の特定、意識向上キャンペーン、職種特有の検査促進、非専門医への

情報提供、受診状況の把握、地域特有の戦略）とHCV排除カードの効果に関する知見を基に、

肝炎医療コーディネーター向けのスキルアップ研修プログラムを開発した。 

研修プログラムは、講義、実習、グループワークを統合的に組み込んだ3時間の集中的なプロ

グラムとして設計され、特に2人1組でのロールプレイ実習や小グループでの事例検討を通じ

て、参加者が行動経済学の知見を実践的に活用できるよう工夫された。また、研修効果を客

観的に測定するため、研修前後での評価と3ヶ月後のフォローアップ調査を含む評価システム

を構築した。本プログラムの実施により、肝炎医療コーディネーターの支援スキル向上と、

地域における継続的な学習・支援のネットワーク形成が期待される。 
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グループワークは2部構成とし、第1部では効果

的な患者支援ツールの作成、第2部では困難事例

の検討を行う。4-5人の小グループでの作業を通

じて、参加者それぞれの経験と知識を共有しなが

ら、実践的な解決策を見出すプロセスを体験でき

る構成とした。 

 

評価システムの確立 

研修効果を客観的に測定し、プログラムの継続

的な改善を図るため、複層的な評価システムを構

築した。具体的には、研修前後での理解度とスキ

ルの自己評価、研修直後の参加者アンケート、そ

して3ヶ月後のフォローアップ調査を実施する。

特に、フォローアップ調査では、研修で習得した

知識やスキルが実際の現場でどのように活用され

ているか、また、どのような課題が生じているか

を詳細に把握することで、次年度以降のプログラ

ム改善に活用する。 

 

実装に向けた準備 

開発した研修プログラムは、次年度の実施に向

けて具体的な準備を進めており、2025年度中に第

1回目の研修会を実施する計画である。研修効果

の最大化を図るため、参加人数は60名程度に設定

し、グループワークを効果的に実施できる環境を

整備することとした。また、研修で使用する教材

や評価用紙などの開発も完了し、実施に向けた準

備は整っている状況である。 

 

D. 考察 
本研究で開発した研修プログラムについて、

その意義と期待される効果を以下の観点から考

察する。 

 

理論と実践の効果的な統合 

行動経済学の理論を実践的な患者支援に結び

つけるアプローチは、これまでの医療現場にお

ける介入方法に新たな視点を提供するものであ

る。特に、昨年度の研究で明らかになった7つの

行動経済学的要因を実践的なスキルとして習得

できるよう設計された本プログラムは、理論の

理解にとどまらず、実際の現場での応用可能性

を高めている。 

ロールプレイやグループワークを通じた実践

的な学習方法を採用したことで、参加者は行動

経済学の概念を単なる知識としてではなく、実

践的なツールとして習得することが期待される。

特に、HCV排除カードの効果に関する知見を具

体的な事例として活用することで、エンドウメ

ント効果や損失回避といった概念の実践的な理

解が促進されると考えられる。 

 

効果測定と継続的改善の仕組み 

研修前後での評価に加え、3ヶ月後のフォロ

ーアップ調査を組み込んだ評価システムの構築

は、プログラムの短期的効果と持続性を検証す

る上で重要な役割を果たす。この多層的な評価

アプローチにより、以下の点が可能となる： 

1. 参加者の知識とスキルの向上度の客観的

な測定 

2. 研修内容の現場での活用状況の把握 

3. 実践における課題の早期発見と対応 

4. プログラム改善のための具体的な示唆の

獲得 

これらの知見は、プログラムの継続的な改

善と発展に活用できるだけでなく、肝炎医療

コーディネーターの支援活動の質的向上にも

貢献することが期待される。 

 

持続可能な支援体制の構築 

本研修プログラムの特徴的な要素として、

コーディネーター間のネットワーク形成を促

進する設計が挙げられる。グループワークや

事例検討を通じた相互学習の機会を提供する

ことで、以下のような効果が期待される： 

1. 地域における継続的な学習と支援のネッ

トワークの確立 

2. 好事例や効果的な介入方法の共有による

実践知の蓄積 

3. 地域特性を考慮した介入戦略の開発 

4. コーディネーター間の相互支援体制の強

化 

これらの要素は、研修終了後も持続的に機

能する支援体制の構築に寄与し、地域全体で

の肝炎ウイルス検査受検率向上への取り組み

を強化することが期待される。 

 

今後の課題と展望 

開発した研修プログラムの実装に向けて、

以下の課題に取り組む必要がある： 

1. プログラム内容の標準化とマニュアル化

による全国展開の準備 

2. 地域特性に応じたカスタマイズ可能な要

素の特定 

3. オンライン研修等の代替実施形式の検討 

4. 長期的な効果検証方法の確立 
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これらの課題に取り組むことで、より効果的

かつ持続可能な研修プログラムとして発展させ

ることが可能となる。 
 

E. 結論 
本年度の研究により、肝炎ウイルス検査の受

検率向上を目的とした行動経済学的アプローチ

を実践するための具体的な研修プログラムを開

発した。このプログラムは、昨年度までの研究

成果を実践的な介入手法として具現化したもの

であり、次年度の実施を通じて、肝炎医療コー

ディネーターの支援スキル向上と、それに伴う

検査受検率の向上が期待される。 

 
F. 政策提言および実務活動 

なし 
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3. その他 

啓発資材 

なし 

 
啓発活動 

なし 

 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  

なし 
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